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１  第 16 回 FD ワ ー ク

ショップ開催報告 

  2016年9月4日（金）に市ケ谷

キャンパスにて開催しました第

16回ＦＤワークショップ「教学マ

ネジメントを担う大学職員の可

能性 ―大学職員の持つべき

資質、技能、能力は何か―」に

ついて、報告します。 

２ ネブラスカ大学 FD

研修参加者の声から学

ぶ  

  2016年3月12日（土）～3月20

日（日）に、アメリカ・ネブラスカ

大学オマハ校にて行われたFD 

研修に参加した教員を対象に

参加による気づきを聴いてみま

した。 

３ 第9回FD学生の声コン

クール、FD川柳応募作品数 

速報 

 2016年9月15日から30日まで

作品を募集していた第9回FD学

生の声コンクールおよびFD川

柳の応募作品数を速報としてお

伝えします。 

 

 

  

次号よりFD川柳の応募作品をこちらに

掲載します。お楽しみに。 
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 2016年9月4日（金）13：00より、市ケ谷キャンパス外濠校舎S407教室にて、学内教職員

限定第16回ＦＤワークショップ「教学マネジメントを担う大学職員の可能性 ―大学職員の

持つべき資質、技能、能力は何か―」を開催しました。本イベントは、職員研修として、学

務部・人事部・ＦＤ推進センターと合同で開催しています。 

加 者 の 
声 

現在置かれた職員の立場が良く理解できた。日頃

から気が付いていたことを再認識できたが、職員

の専門能力の向上の困難さにも気づかされた。調

査回答、教授会関係を行うことに埋没してしま

い、能力向上の機会を奪われてしまうことに危機

感を覚えていたので、今回の研修は有意義だっ

た。 方向性の見えない文科省の答申等に振り

回され、細かい体裁等を常に整えること

に終始する現状があるので、非常に共感

できた。解決するような魔法のような方

法はないが、俯瞰的な視点を持つことで

気持ちがラクになること、より良い改善

につながること、すでに取り組んでいる

自大学の良さに気づけることがあると理

解できた。 

参 

第二部の発表において、「全学○○」「3キャンパス～」

は、複数のグループでとりあげられていました。つまり、

職員の間では共感している問題なのではないかと思われま

す。今後の取り組みの中で意識していきたいと思います。 

 第一部は、基調講演として筑波大学大学研究

センターより加藤毅氏をお招きして、ご講演いた

だきました。「教学マネジメントの課題・アウトカ

ム・基盤」のタイトルのもと、教育改革を進展させ

るための手段として大学に求められている多様な

取り組みについて、背景をふまえた上で改めて確

認するとともに、着実な成果達成にむけてその基

盤となる人材と組織の在り方についてお話いただ

きました。 

 第二部は、学務部職員研修として、「大学職員によるバーチャル教学改革提案―こうし

たら法政大学は発展する」というテーマのもとグループワークを行いました。あらかじめ割

り振られたチームにわかれ、教学改革提案を検討し、最後にチームごとの成果発表を行

いました。成果発表には、学部長も参加し、各チームへ講評を行いました。 

 この研修では、教員・職員ともに普段の業務ではなかなか関わる事のできないメンバー

と教学改革について一緒に考えることができた貴重な時間となりました。 
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3  第9回FD学生の声コンクール、FD川柳応募作品数 速報  

2  ネブラスカ大学 FD研修参加者の声から学ぶ  

  第9回FD学生の声コンクールおよびFD川柳の作品を、2016年9月16日～30日の期間で募集していました。今回、初

めて実施したFD川柳にも多くの作品をお寄せいただく結果となりました。ご協力ありがとうございました。まずは速報と

して応募状況をご報告します。 

所属 作品数 

法学部 1 

文学部 9 

社会学部 2 

国際文化学部 11 

現代福祉学部 1 

キャリアデザイン学部 1 

生命科学部 1 

大学院人文科学研究科 1 

大学院理工学研究科 1 

大学院政策創造研究科 1 

通信教育部文学部 1 

総計 30 

【
Ｆ
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所属 作品数 

法学部 15 

文学部 12 

経済学部 10 

社会学部 7 

経営学部 8 

国際文化学部 16 

人間環境学部 10 

キャリアデザイン学部 5 

理工学部 10 

生命科学部 5 

人文科学研究科 10 

政策創造研究科 11 

理工学研究科 2 

人事部 2 

学務部学部事務課経営学部担当 2 

学務部教学企画課 3 

第二中・高等学校事務室学務担当 2 

理工学部（教員） 6 

総計 136 

【
Ｆ
Ｄ
川
柳
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  2016年3月12日（土）～3月20日（日）、アメリカ・ネブラスカ大学オマハ校にてグローバル教育センター主催によるFD

研修が実施されました。同研修は、授業の質向上を目指し、アメリカのFDを専門とする講師陣から効果的な教授法、ク

ラス運営、コミュニケーション方法等を学ぶことを目的にしたものです。さて、参加した教員はどんな気づきを得られた

のでしょうか。 

日本の大学とアメリカの大学とで、教え方に関して一番大き

く異なる点は何だと思いましたか。 

日本の教育手法について、あらためて良い特徴だと思えたこ

とを教えてください。 

受賞結果は、次号
でご報告します。 

●授業進度よりも深度を重視 

1学期内での進度を重視するよりも、いくつかのポイントをゆっく

りと徹底して教え、学生の知識として蓄積させることを重視して

いる点だと感じました。授業の最初にクラスの雰囲気を作り上げ

る仕掛け、例えば授業のテーマとまったく関係のないゲームを実

施するなど学生間・学生と教員とのコミュニケーションがとりや

すい環境づくりに時間を使い、授業中に深い議論や質問がしやす

くなることに配慮されている点も異なるように感じました。ただ

これらの違いは、科目や個々の教員の方針に依存するため、すべ

ての科目で同様の取り組みがあるわけではなく、日本とほぼ変わ

らない教え方で運営されている授業も多くあるとのことでした。

よくイメージされているようにアメリカの全ての授業がインタラ

クティブで授業中の発言や議論を重視しているということではな

いことも新しい気づきでした。 

●実質的な「教える」トレーニングがある 

私は、中学校と高等学校の教職の免許をもっているので、「教え

る」ということについては一応教員養成のプロセスで学びました

が、ここまで具体的な技法や役立つ考え方は指導してもらわな

かったと思います。アメリカにおいては、このように「教える」

ということについて教員が実質的にトレーニングを受けられると

いうところが素敵です。最終的には、ベテランであろうがなかろ

うが、こうしたFDについて研究されているメンバーから細かい評

価もいただき、役立つフィードバックを得られたことは、とても

嬉しい体験でした。 

●体系的な授業 

短い期間でも、その科目の全体像や、現在進行形の新しいトピック

まで大枠を教えるようにスケジュールが組まれている点は、この先

学生が自分の興味に合わせて自主的に学習するためにはよい指針と

なると感じました。科目の大枠が見えない中で、いくつかのトピッ

クを教えることに特化していると、学生が体系立てて深く学ぼうと

する際に、基礎的な知識習得をすべて独学で行わなければならず、

余計な時間がかかるのではないかと思いました。  

●現状維持による自由の保持 

今回のプロセスのなかで、日本の手法の方が良いと再認識すると

ころは正直いって感じられませんでした。こうした研修を受ける

とかトレーニングを受けること自体が面倒だとか、人から評価さ

れるのは抵抗があるという方にとっては、今の日本の現状の方

が、自分の自由にできるので逆に良いと思えるところかもしれま

せん。 

●学生に迎合しない 

学生に迎合しないで「できる学生」を育てるのが特長 

●シャイな日本人にあった授業形態 

日本でアメリカのような授業形態をいきなりとると、シャイな日本

人学生は引いてしまいそうで、本当に授業が成り立つのか疑問に思

いました。また、１授業当たりの受講者も20-30人くらいで、それ

以上ではできないと思います。よって、日本では現在の講義形式

（マスプロ教育）も致し方ないのではと思いました。 

●学生との授業での関わり方 

日本では教員による一方的な講義形式が多いが（科目にもよりま

すが）、アメリカでは講義科目のような授業形態でも、常に学生

との相互関係を保ちながら、疑問や質問を投げ掛け、答えさせ

る、考えさせるといった授業形態であることに驚きました。ま

た、毎回のように課題やレポートが課せられるようで、教員の負

担もたいへんだなあと思いました。持ちコマ数がわからないの

で、一概には言えませんけど。 


